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村
民
み
ん
な
で「
ハ
ー
ト
が
た
く
さ
ん

の
村
」を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
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こ
れ
ま
で「
部
落
差
別
解
消
推
進
法
」、

「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法
」の
2
つ

の
法
を
お
伝
え
し
て
き
ま
し
た
が
、
今

回
は
3
つ
目
の「
障
害
を
理
由
と
す
る

差
別
の
解
消
に
関
す
る
法
律
」（
以
下

「
障
害
者
差
別
解
消
法
」と
い
う
）に
つ

い
て
、
お
伝
え
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
3
つ
の
法
は
い
ず
れ
も
平

成
28
年
に
施
行
さ
れ
て
お
り
、
人
権
三

法
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

○
障
害
者
差
別
解
消
法
が
で
き
た

　
背
景
に
つ
い
て

　
平
成
18
年
12
月
の
国
連
総
合
本
会
議

で
採
択
さ
れ
た「
障
害
者
の
権
利
に
関

す
る
条
約
」は
、
平
成
20
年
５
月
に
発

効
し
て
い
ま
す
。
こ
の
条
約
は
、
障
害

者
へ
の
差
別
禁
止
や
障
害
者
の
尊
厳
と

権
利
を
保
障
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
た

国
際
人
権
法
に
基
づ
く
人
権
条
約
で
あ

り
、
平
成
25
年
８
月
現
在
で
、
す
で
に

世
界
１
３
３
カ
国
が
批
准
し
て
い
ま
す
。

　
政
府
は
、
平
成
19
年
９
月
に
同
条
約

に
署
名
し
、
平
成
21
年
12
月
に
は
、
同

条
約
の
締
結
に
必
要
な
国
内
法
の
整
備

を
は
じ
め
と
す
る
障
害
者
制
度
の
集
中

的
な
改
革
を
行
う
た
め
に
、内
閣
に「
障

が
い
者
制
度
改
革
推
進
会
議
」（
以
下

「
推
進
会
議
」）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
推
進
会
議
で
は
、
平
成
22
年
１
月
か

ら
計
14
回
に
わ
た
り
議
論
が
行
わ
れ
、

そ
の
意
見
を
踏
ま
え
て
政
府
で
は
、
同

年
６
月
29
日
に「
障
害
者
制
度
改
革
の

推
進
の
た
め
の
基
本
的
な
方
向
に
つ
い

て
」を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。こ
の
中
で
、

障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
の
禁
止
な

ど
を
検
討
し
、
平
成
25
年
の
通
常
国
会

へ
の
法
案
提
出
を
め
ざ
す
こ
と
と
さ
れ

た
動
き
を
受
け
、
新
し
い
法
制
の
制
定

に
向
け
た
検
討
を
効
果
的
に
行
う
た
め

に
、
平
成
22
年
11
月
か
ら
は
推
進
会
議

の
下
で「
差
別
禁
止
部
会
」が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
差
別
禁
止
部
会
で
は
、「
障
害
を
理

由
と
す
る
差
別
の
禁
止
に
関
す
る
法

制
」（
以
下「
差
別
禁
止
法
」と
い
う
）の

制
定
に
向
け
た
検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

諸
外
国
の
法
制
度
に
つ
い
て
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
に
始
ま
り
、
差
別
禁
止
法
の
必
要

性
、
差
別
の
捉
え
方
や
そ
の
類
型
と

い
っ
た
総
論
的
な
議
論
を
踏
ま
え
、
雇

用
・
就
労
・
司
法
手
続
、
選
挙
、
公
共

施
設
お
よ
び
交
通
施
設
の
利
用
、
情
報
、

教
育
、
日
常
生
活
、
医
療
の
各
分
野
に

つ
い
て
検
討
さ
れ
、
平
成
24
年
3
月
に

は
論
点
の
中
間
整
理
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、欠
格
事
由
、

障
害
女
性
な
ど
の
残
さ
れ
た
課
題
や
差

別
を
受
け
た
場
合
の
紛
争
解
決
の
仕
組

み
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
、
同

６
月
か
ら
は
部
会
の
意
見
の
取
り
ま
と

め
に
向
け
た
議
論
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
同
年
７
月
に
は
、「
障
害
者

基
本
法
」の
改
正
に
基
づ
き
、
推
進
会

議
の
機
能
を
発
展
的
に
引
き
継
ぐ
も
の

と
し
て
障
害
者
政
策
委
員
会（
以
下「
政

策
委
員
会
」と
い
う
）が
発
足
し
た
こ

と
か
ら
、
差
別
禁
止
法
の
あ
り
方
の
検

討
の
場
も
推
進
会
議
か
ら
政
策
委
員
会

へ
移
さ
れ
ま
し
た
。

　
政
策
委
員
会
の
下
に
新
た
に
設
置
さ

れ
た
差
別
禁
止
部
会
で
は
、
推
進
会
議

の
下
で
開
催
さ
れ
て
き
た
差
別
禁
止
部

会
に
お
け
る
21
回
に
わ
た
る
議
論
も
踏

ま
え
て
、
同
年
７
月
か
ら
４
回
の
議
論

を
行
い
、
同
年
９
月
14
日
に
差
別
禁
止

部
会
と
し
て
の
意
見
が
取
り
ま
と
め
ら

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
意
見
を
踏
ま
え
、政
府
で
は「
障

害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進

に
関
す
る
法
律
案
」を
作
成
し
、
同
法

案
は
平
成
25
年
４
月
26
日
に
閣
議
決
定

さ
れ
、
通
常
国
会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
両
院
で
可
決
さ
れ
６
月
26
日

に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

※
来
月
も
障
害
者
差
別
解
消
法
に
つ
い

て
、
お
伝
え
し
ま
す
。

ハートがたくさんの村づくりハートがたくさんの村づくり
差別のない、人への思いやりを大切にする、

明るい南阿蘇村をつくりましょう。

人権とはなんですか?

　人権とは「すべての人々が生命と自由を確保し、それぞれの幸福を追求する権利」
あるいは「人間が人間らしく生きる権利で、生まれながらに持っている権利」であって、
だれにとっても大切なもの、日常の思いやりの心によって守られなければならない
ものです。今回も、「障害者差別解消法」についてお伝えします。

インフルエンザを予防しましょう
　インフルエンザは、インフルエンザウイルスが感染することによって発症します。突然の発熱や全身の倦怠感
が特徴で、症状が激しく重症化しやすいので普通の風邪とは区別しなければなりません。ウイルスは非常に小さ
く目に見えませんが、ちょっとした注意で感染を防いだり、感染の拡大を抑えることができます。次のポイント
を守ってウイルスを撃退しましょう。

　感染を広げないためには、ウイルスを含んだ咳やくしゃみのしぶきを撒き散らさないようにしましょう。

●咳・くしゃみの際はティッシュ
などで口と鼻を押さえ、他の人
から顔をそむけ１～２メートル
以上離れる。

●鼻汁・痰などを含
んだティッシュは、
すぐにゴミ箱に捨
てる。

●熱や咳・くしゃみ
などの症状のある
人にはマスクをつ
けてもらう。

　ウイルスの飛散を防
ぐのに有効なのは「不織
布製」マスクです。
※不織布とは、繊維を
織らずに絡み合わせ
た布のこと。ほつれず、
弾力性に富む。

①ウイルスを撒き散らさない

たん

ふ

ふ

しょく

　受話器やドアノブ、お金、電車のつり革など、
ウイルスはさまざまなものに付着しています。
それらに触れた手で目や口にさわると感染しま
す（接触感染）。外出から戻ったらまず手洗いを。
トイレの後、食事の前も忘れずに。

②ウイルスを洗い流す

　インフルエンザは免疫力が弱っていると感染しやすくなり、感染する
と症状が重くなるおそれがあります。普段から、十分な睡眠とバランス
のよい食事を心がけ免疫力を高めておきましょう。また、空気が乾燥す
ると、のどの粘膜の防御機能が低下します。乾燥しやすい室内では加湿
器などを使って、適切な湿度（50％～60％）を保つことも効果的です。

③ウイルスを寄せ付けない

〈手洗い〉

●せっけんを泡立て、
手のひらどうしをよ
くこすり合わせる

❶

●両手の甲をこす
り洗いする

❷

●指先、爪の間も
念入りに

❸

●両指の股をこす
り合わせ、指の
間を洗う

❹

●忘れがちな親指
も付け根から指
先まで念入りに

❺

●手首も忘れずに

❻

ワンポイント

　速乾性擦式アルコール製剤（60～
80％）も併せて使うと、ウイルスは
死滅します。アルコールが揮発する
まで、しっかり両手を擦り合わせて
ください。

さっ しき

き はつ

ワンポイント
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